
◆問い合わせ◆ 宇佐市教育委員会　社会教育課　平和ミュージアム建設準備室
 〒879-0492　大分県宇佐市上田 1030-1　Tel 0978-27-8200

主催：宇佐市教育委員会　後援：大分合同新聞社、OBS 大分放送、TOS、OAB

・神雷部隊隊員の遺品などを紹介

・「桜花」および設計者・三木忠直に関連する資料や写真

宇佐市民図書館  2F渡綱記念ギャラリー
（宇佐市大字上田1017-1　TEL 0978-33-4600）

休館日

10時～18時（日曜：～17時、金曜：～19時）

4/29、5/7・8・13・20・27・30、6/3

人間爆弾「桜花」と

神雷部隊の若者たち

宇佐文化会館・ウサノピア 小ホール
（宇佐市法鏡寺224　TEL 0978-33-3100）

2019年4月26日㊎ ～ 6月9日㊐

 藤原耕 （豊の国宇佐市塾塾生）

●「桜花」と神雷部隊
　－米軍ガンカメラ映像から－

 棚沢直子（東洋大学名誉教授、三木忠直次女）

●「桜花」設計者・三木忠直の願い

人間ロケット弾「桜花」
－その真実－

©松本零士／小学館（『音速雷撃隊』より）

「神雷のモサ達」（宇佐市教育委員会蔵）

13：30～（開場 13：00）2019年5月12日㊐

三木忠直　（みき ただなお　1909 ～ 2005）

高松市出身。東京帝国大学卒業後、海軍航空技術廠

にはいり陸上爆撃機「銀河」、特攻機「桜花」など

の機体設計を担当。戦後、必死の特攻兵器を設計し

た悔恨の念からクリスチャンとなり、二度と戦争に

は加担しないとの決意で 0 系新幹線などを設計。

宇佐市立柳ヶ浦小学校グラウンド

5月11日（土）　9：00開会（8：30～受付）第15回宇佐航空隊平和ウォーク
～新緑の宇佐平野、戦争遺構をめぐろう～

※宇佐市インターネット放送局で5月中旬より配信予定



2019年4月26日（金） ～ 6月9日（日）

宇佐市教育委員会　社会教育課　平和ミュージアム建設準備室　

〒879-0492　大分県宇佐市上田 1030-1　Tel 0978-27-8200

◆大分自動車道　「宇佐ＩＣ」から約12分

◆ＪＲ柳ヶ浦駅から車で約10分

　ＪＲ宇佐駅から車で約15分

◆バス

　大分空港からノースライナーで宇佐市役所前まで約75分

　宇佐駅から大分北部バスで宇佐市役所前まで約15分

桜花噴射管（宇佐市教育委員会蔵）

三木忠直宛て山本五十六書簡（個人蔵）　　　

出撃前に宇佐神宮に参拝した神雷部隊第 3分隊

（宇佐市教育委員会蔵）

　「桜花」は、太平洋戦争末期に日本海軍が開発・使用した特攻専

門航空機です。1.2トンの爆弾に木製の翼を装備し、搭乗員が乗っ

て敵艦船に体当たりする「人間爆弾」でした。機体にはエンジン

も離着陸のためのタイヤもなく、母機の「一式陸上攻撃機」（一式

陸攻）に吊るされ、切り離されたのちにロケット推進力により新

幹線を超える速度で艦船に突入する特攻兵器でした。

　昭和20年2月、この「桜花」による特攻専門部隊「第721海軍航空隊」

（通称：神雷部隊）の一部が宇佐基地へ配備されました。3月18日、

宇佐基地で一式陸攻への「桜花」の搭載を済ませ、部隊最初の出

撃を準備している最中に米軍機による空襲を受け、出撃は中止と

なりました。3月21日以降、神雷部隊は沖縄方面へ出撃しますが戦

果は少なく、戦死者は829名に及んでいます。

　「桜花」の設計にあたった三木忠直は、必死の特攻兵器を設計し

て多数の若者を死に追いやった罪責の念から、戦後クリスチャン

となり、二度と戦争に関わる仕事はしないと決意します。その後、

車両設計技術者に転身し旧国鉄の0系新幹線や小田急ロマンスカー

3000型などの設計に携り、鉄道技術の進歩に貢献しました。

　本展示では、「桜花」の機体や設計の概要、初公開となる「桜花」

に関連する三木忠直の資料、神雷部隊隊員の遺品や写真などを紹

介します。

「桜花」原寸大模型（宇佐市平和資料館）　

人間爆弾「桜花」と神雷部隊の若者たち
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